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＇手

、したし訪日退任後、

会
議
（
応
終
回
）

に
れ
か
れ
て
い

る
問
題
に
つ
い
て、

山
町
し
た
い

意
向
を
改
め
て
示
す
と
と
も
に
、

「
も
し
出
席
で
き
れ
ば、

台
湾
が

九
0
年
代
に
進
め
た
民
主
化、

政

治
改
革
の
歴
史
を
話
し
た
い
」

と

語
っ
た
。

総
統
在
任
中
の
訪
日
に
関
し
て

は
、

「
〈
中
国
の
抗
議
が
予
想
さ

れ
る
）

日
本
に
迷
惑
を
掛
け
た
く

な
い
し、
自
然
に
や
る
の
が
よ
い
。

外
務
省
も
困
る
だ
ろ
う
」

と
述

べ
、

遠
慮
す
る
意
向
を
示
し
た
0・

な
お、

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
閉
会

式
へ
の
出
席
を
直
前
に
な
っ
て
取

り
や
め
た
こ
と
か
ら、
一

部
で
現

在
七
十
六
歳
に
な
る
総
統
の
健
康

問
題
も
取
り
ざ
た
さ
れ
た
が
、
「
こ

の
通
り
元
気
だ
」

と
い
い
つ
つ
、

「
地
震
の
後、

毎
日、

被
災
地
を

訪
問
し
て
少
し
疲
れ
が
出
た
。

主

治
医
に
過
労
に
気
を
付
け、

少
し

休
む
よ
う
に
い
わ
れ
た
の
で
言
う

こ
と
を
聞
い
た
。

心
臓
は
少
し
ア

ブ
ノ
ー
マ
ル
な
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、

問
題
に
な
る
よ
う
な
も
の
で

は
全
然
な
い
」

と
語
り、

健
康
に

不
安
は
な
い
こ
と
を
強
制
し
た
。
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台

湾
の

李

総
統

来
年
訪
日
の
意
向

退
任
後

【
台
北
6
日
H
河
田
卓
司】

一
台
湾
の
李
登
輝
総
統
は
六
日、
．

一
総
統
府
で
、

台
湾
で
開
催
さ
れ

一
た
日
台
民
間
国
際
会
議
「
ア
ジ

．一
ア・
オ
ー
プ
ン・
フ
ォ
l
ラ

一
ム
」

の
参
加
者
や
日
本
人
記
者

一
ら
と
会
見
し、

来
年、

日
本
の

一
松
本
市
で
開
か
れ
る
同
会
議
出

席
の
た
め
訪
日
す
る
意
向
を
示

し
た
。

李
総
統
の
任
期
は
来
年

五
月
ま
で
で、

来
年
の
会
議
開

催
時
に
は
総
統
を
退
任
し
て
い

る
が、

中
国
は
退
任
後
の
訪
日

に
も
反
対
し
て
い
る
。
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李
台
湾
総
統
が

来
秋
訪
日
意
向

【
台
北
6
日
H
清
水
勝
彦】

台
湾
の
李
受
郎
総
統
は
六
日、

日
台
学
者
・

文
化
人
ら
の
集
ま

り、

ア
ジ
ア
・

オ
ー
プ
ン
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
日
本
側
参
加
者
と

台
北
の
総
統
府
で
会
い
、

来
年

十
月
に
長
野
県
松
本
市
で
開
催

さ
れ
る
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席

し、

総
統
と
し
て
台
湾
民
主
化

に
尽
力
し
て
き
た
歩
み
に
つ
い

て
講
演
し
た
い
と
表
明
し
た
。
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